
 

令和 3 年度 ちはら台地区社会福祉協議会 事業報告 

全体会議及び全体行事  

活動部門 内      容 

総会 

理事会 

 

 

 

 

 

役員会 

 

 

 

部会連絡会議 

 

 

 

第 2 層協議体会議 

 

 

 

災害支援ボランティア事業 

 

役員研修会 

ちはら台福祉のつどい 

 

秋の演奏会 

福祉バザー 

市社協会議（地区社協連絡

会） 

市社協評議員会 

地域主体の子供の見守り会議 

見守り支援員研修会 

地域主体の子供の見守り事業 

広報活動 

年 1 回 令和 3 年 4 月 18 日（日） 支所会議室（書面評決） 

第 1 回 令和 3 年 7 月 11 日（日） 支所会議室 

  議題 「秋の演奏会」開催等について 

第 2 回 令和 3 年 10 月 3 日（日） 支所会議室 

  議題 「福祉の集い」の実施等について 

第 3 回 令和 4 年 4 月 2 日（土）  支所会議室 

  議題 令和 4 年度総会議案等について 

第 1 回 令和 3 年 4 月 18 日（日） 社協事務所 

 議題 令和 3 年度行事の運営について 

第 2 回 令和 4 年 2 月 5 日（土）  コミュニティセンター 

  議題 令和 4 年度役員等について 

第 1 回 令和 3 年 6 月 6 日（日）  支所会議室 

第 2 回 令和 3 年 9 月 12 日（日） 支所会議室 

第 3 回 令和 3 年 12 月 5 日（日） 支所会議室 

第 4 回 令和 4 年 2 月 20 日（日） 新型コロナにより中止 

第 1 回 令和 3 年 7 月 11 日（日） 支所会議室 

第 2 回 令和 3 年 12 月 5 日（日） 支所会議室 

打ち合わせ 令和 3 年 6 月 27 日（日）、10 月 3 日（日） 

令和 4 年 3 月 26 日（土）支所会議室 

災害ボランティアセンター設置運営訓練講習会 

令和 4 年 2 月 5 日（土）コミュニティセンター 

令和 4 年 3 月 5 日（土）      新型コロナにより中止 

令和 3 年 11 月 14 日（日）     新型コロナにより中止 

（代わりに「腰痛体操・ちはら台地区社協紹介の DVD 作成」） 

令和 3 年 10 月 17 日（日）     新型コロナにより中止 

令和 3 年 11 月 7 日（日）     新型コロナにより中止 

令和 3 年 5 月 21、7 月 27 日、10 月 22 日、11 月 19 日、 

令和 4 年 2 月 25 日、3 月 14 日 

新型コロナにより中止 

令和 3 年 6 月 27 日（日） 

令和 3 年 10 月 10 日（日） 

令和 3 年 10 月 10 日（日）～令和 4 年 3 月 31 日（木） 

広報誌「かずさのみち」年 2 回発行 春号、秋号  

 

 

 

 

 

 



令和３年度 ちはら台地区社会福祉協議会 部会別事業報告 

総務部会 

部会名 総務部会 部会長  古沢裕之 

取組内容 

各部門定例会議の開催 

・定期総会、理事会、部会連絡会議・・・事業報告の通り開催 

・総務部会 毎月１回開催 年１２回開催 

・各会議の議事録の作成 

イベント等の開催 

・秋の演奏会、福祉バザー・・・コロナの影響により中止 

・地域歳末たすけあい募金への協力 

・福祉のつどい・・・事業報告の通り、会場実施を中止し、ろうさい病院腰痛

体操を収録したものをちはら台チャンネル、DVD化し発信（DVD版には地区社

協活動案内収録） 

・災害支援ボランティア設置運営訓練・・・事業報告の通り令和４年２月５日

講習会として開催 

・役員１日研修会・・・コロナの影響で中止 

・各部門の調停業務 

・各部門の予算確保と決算の確認 

広報紙「かずさのみち」作成発行 

・春号５月、秋号１１月発行 

 

直接支援部会 

部会名 直接支援部会 部会長 鈴木 俊江 

取組内容 

① 部会会議 窓口担当者会議（6回開催）5/25・7/26・9/28・11/30・1/25・3/15 

たすけあい隊直接支援者会議（1回中止・1回開催）10/30 28名 

② 取り組み事業及び実績（4月～9月まで休止）（10月～3月の実績） 

・たすけあい隊受付窓口・・・窓口開催日：116日 担当者人数：17名 

・相談支援・・・18件（４月～3月まで）転送電話などでの受付含む 

・直接支援・・・77件（預かり 0件、付添い 76件、家事 0件、代行 1件） 

        利用者数：15名 支援者数：10名 

※窓口開催時間：（月）（火）（木）（金）（土）10：00～12：00 

※窓口休止期間中は転送電話（携帯）で問い合わせ等に対応。 

③ 窓口以外での活動 

・6/14第 2層協議体フォローアップ研修会（アネッサ）実践報告 

・12/10日常生活支援事業交流会（ウエルシア）情報交換 

・1/21第 2層協議体会議フォローアップ会議（ウエルシア）状況報告 

・3/3日常生活支援事業担い手養成講座（ウエルシア）活動紹介 

その他 

・コロナ感染状況に伴い、たすけあい隊の活動を休止する案内と再開する案内を

支援者に送った。（8月・10月） 

・第 2層協議体会議において、「たすけあい隊」内での草取り・草刈りの具体的な

支援方法などが検討された。ボランティア会議の中で、支援者に呼びかけ、刈



払機を１台購入し、辰巳萬緑苑の敷地と刈払機 2台をお借りし、草刈りの講習

会を開いた。（11/20 10名参加） 

相談窓口 直接支援 

・日常生活の中での困りごとなどの相

談を受け、「直接支援」、または「関係

機関」などへ紹介。 

・月 1回（第 3土曜日）「福祉の総合相

談会」として、地域包括支援ｾﾝﾀｰ、中

核地域生活支援ｾﾝﾀｰ、市社協、民生委

員と連携し開催。（12回開催 4件） 

・コロナ感染から利用者、支援者の安全

を守るため、活動を休止した。（4 月～9

月） 

10月から支援を再開。以前からの利用者

の方を中心に支援依頼が入ってきた。 

・民生委員やネウボラセンター、ケアマ

ネージャーなど第 3 者からの紹介が見受

けられるようになった。 

 

児童支援部会 

部会名 児童支援部会 部会長  河本 千鶴代 

取組内容 

（１）取り組み 

①子育て中の親子が自由に参加し、相互に交流がはかれる場の提供 

②子育て相談支援並びに情報の提供  

（２）事業展開：親子交流，集いの場提供・子育て相談窓口支援，情報提供 

・『子育て広場』『広場のびのび』『すまいる』の運営 

子育て広場 

(1) 部会会議：①定例部会 12回開催   ②行事準備会を実施 

(2) 活動報告：年間計画で毎回異なる企画を立てて、親子に楽しんでもらった。 

  受付で検温、手消毒を行い、感染症拡大予防措置を行いながら開催。 

①第 2木曜日 10時～ 計 8回開催(8，1月は無し、9，2月は中止) 

②場所：ちはら台コミュニティセンター・農園  

③参加者・・親子 158名（12月除く）   

すまいる 

1. 部会会議：①定例部会（奇数月第 2水曜日 4回開催） 

(2  活動報告：水の江小学童部室で検温、手消毒等感染拡大に気をつけながら、親

子で遊べる場の提供・運営をした。 

①毎週火・金曜日 10時～ 計 39日開催（8，9，2，3月は中止） 

②場所：水の江小学童保育室・ちはら台コミュニティセンター（夏季休校中） 

③参加者・・親子 92名 

広場「のびのび」 

(1) 活動報告：検温、手消毒を行い感染拡大予防に努めながら、親子で大きく動いて

遊べる場の提供・運営をした。 

①毎月第 1・3月曜日 10時～ 計 13回開催(8，9，2，3月中止) 

②場所：ちはら台コミュニティセンター 

③参加者・・親子 101名 

【3事業合同開催行事】（コミセン共催） 

『夏のお楽しみ会』～劇団風の子公演「まるさんかくしかく」 



1. 7月 29日(木) 

2. ちはら台コミュニティセンター2階会議室 

3. 参加者  37名 

『クリスマス会』 

1. 令和 2年 12月 10日（木） 

2. ちはら台コミュニティセンター2階会議室 

3. 「サンタさんに会いに行こう」：例年行っていたコンサートは中止にし、２０人１グ

ループで４グループの入れ替え制で、ソーシャルディスタンスをとりながら、サンタ

クロースから順次プレゼントを手渡した。 

4. 参加者  148名 

 

障がい者支援部会 

部会名 障がい者支援部会 部会長 樋口 誠一郎 

部会目標 

障がい者が健常者と一同に集い、ユニバーサルスポーツ、ライブコンサート、

車椅子者映画鑑賞会、野外活動を通じて障がい者の心と体の健康維持・向上を

図り、障がい者間の連帯を強化する。 

取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1. 部会会議 

 毎月第 1土曜日 13：00～15：00 コミセン第 3会議室 

新型コロナ感染下でコミセン臨時閉館により部会開催は 8 回、毎月「部会通信

161～171号」、随時発行「部会ニュース 46～61号」により情報を共有し、部員

18 名中都度 7～１2 名が参加し、直前の活動計画を審議し準備を行い活動推進

した。 

2.虹の会 3.ちはら台ボッチャクラブ 

会場：コミセン第１～３会議室 

    13：00～16：00 

会場：コミセン第１～２会議室 

    9：30～12：00 

1.第 53回、6月 20日 16名 

映画鑑賞「オデッセイ」 

2第 54回、9月 26日コロナで休止 

3.第 55回 11月 27日 18名 

「第 10 回ちはら台ボッチャ選手権大

会」車椅子者が感動のプレイ。 

4.第 56回、1月 23日コロナで休止 

5.第 10回ふれあいコンサート 

  2月 27日(日)開催予定で

「MINIPRIME」出演企画を準備したが新

型コロナのため中止した。 

１．ボッチャクラブ活動 

1）第 53回、6月 20日、休止 

2）第 55回 11月 27日、 

 10 回ちはら台ボッチャ大会を万全

な感染対策を元に開催した。 

2.ユニバーサルスポーツ 7月 11日 

 新型コロナ禍で少数のプレイヤー

に久しぶりの力投に浸って頂いた。 

3.ボッチャ普及 

 ボッチャ用具貸出をし、「通いの

場」で利用促進を図った。 

4．ユニバーサルスポーツを楽しむ 5.野外体験会 

会場：コミセン体育室、ちはら台公園

12：00～16：00 

千葉市稲毛海浜公園 

1.第 7回 5月 23日コロナで中止 

2.第 8回 ７月 11日 15名 

コロナ災禍で感染防止のため本活動

を休止した。 



3.第 9回  9月 22日 6名 

4.第 10回 10月 17日 雨で中止 

5.第 11回 11月 6日 40名 

 モルック体験会をちはら台公園多目的

スポーツ広場で開催 

 

6.車椅子者映画鑑賞会 7.カフォン教室 

コミセン視聴覚室  

13:00～17:00 

パークシティちはら台 

13：30～15：30 第２土曜日 

5月 25日(火)コミセン閉館で休止    

10月 24日(日)［アラビアのローレンス〕 

15名 

2月 24日(火)コロナ禍で休止 

ンス」1 

カフォン 2台、フルート、ギター 

でアンサンブルを構成。障がい者が

演奏に取り組み、楽しさ、嬉しさ、悲

しさの表現に取り組み、豊かな心の

醸成を目指した。 

成果と 

課題 

1. 新型コロナ災禍の下、障がい者が集う機会・場を失いかねない状況を打開す

べく、限定した活動を最大限の感染症対策の下、実施した。 

2. スポーツがもつ素晴らしさを広げるため、野外ユニバーサルスポーツ「モッ

ク」の取り組みを開始した。第 1回体験会に 40名が参加しちはら台公園多

目的スポーツ広場プレイした。モルックは素晴らしいユニスポである。 

3. 新型コロナの感染状況応じて、可能な場合にはユニスポ・ボッチャ、厳しい

感染下では動きのない映画鑑賞会活動など工夫を部会員が提案し、障がい

者へ心と体の健康維持へ心を配った。学生時代クリケット選手であった車

椅子者が初体験のボッチャに挑み、素晴らしい投球をし、本人のみならず部

会員も感動を頂いた。 

4. 感染状況下の活動は厳しいが、感染拡大の要因とはならなかった。 

 

見守り支援部会 

部会名 見守り支援部会 部会長 金子 隆由 

取組内容 

①部会会議 

・4月～3月まで各月 1回開催（但し 8月、1月は休会） 

・見守り対象者を定期的に訪問し部会で情報を共有した 

・3カ月毎に 1回、安心訪問結果の報告書提出 

  見守り総回数  587 回（令和４年 3月末現在） 

②安心訪問員活動養成講座（７月 2名が受講） 

③学習交流会  

・市社協主催の見守り支援事業交流会に参加（1月、5名）コロナで中止 

・県主催の見守り研修会に参加予定者が新型コロナ蔓延の為。中止（2月、６名）

となった。 

・フォローアップ研修 11/17  20名参加、傾聴について勉強した 

④情報交換 

・市社協及び地域包括支援センターの担当者に定例部会に参加いただき 

 情報交換を図った             

 



現 況 
・見守り対象者：20名（令和４年 3月末現在） 

・安心訪問員認定者：26名（市原市認定者） 

課 題 ・独居高齢者が増加する中で、いかに対象者の発掘拡大をしていくか。 

 

高齢者支援部会   

部会名 高齢者支援部会 部会長 秋山 廣志   

部会目標 
地域高齢者のコミュニケーションを図り、健康増進と生きがい造りを推進する

とともに、地域での孤立化を防止する。     

取組事業 ① 食事会（年 10回） ② 茶話会（年 12回） 

事業名 ふれあいサロン （食事会） 事業名  憩いの広場 （茶話会） 

責任者 柏原 裕子 責任者 若林 弘子 

実施会場 

コミセン第 1、2会議室 
支所会議室（運営委員会第２水曜
日） 
 ＊全て休会とした 

実施会場 コミセン第 1、2会議室、 
視聴覚室 
  
 ＊全て休会とした 

実施日    

及び      

事業内容 

＊今年度は新型コロナウイルス

対応のため全ての集まりを中止

とした。 

 

～運営委員会～ 

・７月１４日（水） 

・１０月１３日（水） 

・１１月１０日（水） 

・１月６日（木）憩いの広場との

合同会議及び食事ボランティア

員との会議 

・３月９日（水）長引く新型コロ

ナによる休会に関する今後の対

応への話し合い 

 

～その他～ 

・４月に利用者への便りと共に

ふれあい訪問 

 

 

 

 

 

実 施 日    

及 び      

事業内容

  

＊今年度は新型コロナウイルス

対応のため全ての集まりを中止

とした。 

 

～スタッフ会議～  

・５月６日（木） 

・１１月４日（木） 

・１月６日（木）ふれあいサロン

との合同会議 

・３月３日（木）長引く新型コロ

ナによる休会に関する今後の対

応への話し合い 

 

～その他～ 

・５月に近況便りと脳トレクイ

ズと共に利用者宅を訪問 

・・１２月に近況便りとＸ‘マスプ

レゼントと共に利用者宅を訪問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



小域福祉ネット部会 

部会名 小域福祉ネット部会 部会長 斉尾 誠治 

部会目標 

「市原市地域福祉計画」や「市原市地域福祉活動計画」が目標とする、地域住

民の誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりを目指すため、地域

の各種団体（自治会、民児協など）と連携・協働しながら小学校区単位におい

て住民の日常生活を支える視点に基づく地域福祉活動の推進に努める。 

取組内容 

1．地域主体の子どもの見守り強化事業の推進 

・市原市のモデル地区として令和３年１０月から活動を開始 

・訪問員研修会が１０月１０日開催され、５５名が受講 

・９軒のご家庭を対象に１か月１回程度、２人一組で訪問を実施 

・訪問したほとんどのご家庭にてお子様の元気なお顔を見ることができ 

大きな問題もなく推移している。 

2.子どもの安全・安心を守る活動の推進 

・交通安全推進隊が小学校区ごとに設置され、活動が開始された。 

（地域の安全を守る活動の推進（各小学校区ごとの特性に合わせた活動実施 

3.自治会連合会と連携してわんわんパトロールのグッズ（リードボーン）を購

入し、防犯対策に活用した。 

4.参加メンバーの見直しを実施し、新たな体制作りに取り組んだ。 

課題 ・小学校区ごとの体制の立て直しと目標の再設定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


